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研修日 ３日目
場 所 現地

研究活動
の流れ

モデル
自治体
の選定

現状の
把握

目標の
設定

課題の
設定

事業の
検討

ﾌｨｰﾙﾄﾞ
ﾜｰｸ

の計画

自
主
学
習

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ
(仮説検証)

自
主
学
習

発表練習 発表会事業提言のまとめ

１日目 ２日目 ４日目 ５日目
ふくしま自治研修センター（1泊2日） ふくしま自治研修センター（1泊2日）

約１ヶ月間

 令和６年度第１回 政策形成実践研修（短期集中研究会） 

 ふくしま自治研修センター政策支援部では、自治体等職員の政策形成能力の向上を目的

として、政策研究会（https://www.f-jichiken.or.jp/support_policy/seisaku-kenkyukai/）を

行ってきました。 

令和６年度は、より多くの方が参加しやすいよう、政策研究会のカリキュラムを、政策形

成の基本プロセスを学ぶことにポイントを絞り、より短期間で実施する、「政策形成実践研

修（短期集中研究会）」をスタートさせました。 

１ 研修内容 

(1) 政策形成の基本プロセスを短期間で学ぶ 

本研修は、ふくしま自治研修センターでの講義・研究活動と、現地でのフィールドワ

ークを組み合わせ、約１ヶ月間に５日間の日程で行います。研修の間には、研修生によ

る自主学習も想定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 研究活動をグループワーク形式で実施 

研修生を５人程度のグループに分け、グループ内で話合いを行いながら研究活動を

進めていきます。 

   

 

 (3) プレゼンテーションを学ぶ 

 最終日には、センター所長をモデル自治体の首長に見立て、各グループで考えた事業

を発表します。研修後半では、聞き手の視点に立ったプレゼン資料作りや発表の仕方を

学び、発表に向けた練習を行います。 

  

 

 

https://www.f-jichiken.or.jp/support_policy/seisaku-kenkyukai/
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２ 本研修のポイント 

(1) モデル自治体が実際に抱える課題を研究対象にする 

研修生の所属団体の中からモデル自治体を選定し、モデル自治体の抱える課題をグル

ープで話し合って決めて、更に、解決に向けた事業を考えます。 

 

(2) フィールドワークを通し、事業づくりにおける現場視点の重要性を学べる 

 自分達が考えた事業の方向性が現状と合っているのか、実際に現地に行って現状を視

察したり、関係者に直接話を聴き、結果を事業づくりに反映させます。現地での活動を

通して、現場の視点を踏まえた事業づくりの重要性を学びます。 

   

ジュピアランドひらた 道の駅ひらた 田村市観光交流課 
 

(3) 少人数による手厚い指導体制 

行政経験が豊富な総括支援アドバイザーと政策支援部員が、講師として講義や研究活

動の指導を行います。 

   

 

  

 

 

  研修生作成資料（モデル自治体：平田村） 研修生作成資料（モデル自治体：田村市） 
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３ 実施状況 

（1）令和６年度第１回（７月～８月） 

県職員４名、市町村職員６名の計１０名が集まり、５人ずつ２つのグループに分か

れ、次の日程で実施しました。 

 

研修日 場所 

１日目 令和６年７月８日（月） 
ふくしま自治研修センター（１泊２日） 

２日目 令和６年７月９日（火） 

３日目 
令和６年７月１７日（水）Ａグループ 

令和６年７月２３日（火）Ｂグループ 

平田村（フィールドワーク） 

田村市（フィールドワーク） 

４日目 令和６年８月７日（水） 
ふくしま自治研修センター（１泊２日） 

５日目 令和６年８月８日（木） 

 

(2) 研修生の感想 

研修生からは、「政策形成の過程（手順）を学ぶことができた」、「普段の業務で

は経験することのない政策形成の流れを学べた」、「課題設定から政策形成まで一連

のプロセスを学べた」といった意見が聞かれました。 

また、本研修に参加して成長したと思う点については、「企画立案力」、「発信力」、

「プレゼン力」、「パワポ資料の作成」の他、「リーダーとして周囲をまとめる力」、

「調整能力」などが上げられました。 

 

  
 

     研修生と講師 


